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１ 「基本的な生活動作」や「基本的生活習慣」を身に付ける

【資料１】４歳の指導課題の例（p.67参照）

２ 確かな見通しをもって指導・支援することが大切 ～ 個別の教育支援計画 ～

【実践・資料編】第４部 キャリア教育実践資料

実践例紹介 ①

朝の体力作り（運動）の後に
タオルで汗を拭いてからＴシャツ
を着替える児童。
「さっぱりしたね」と声をかけ，

着替えることの意味を教えます。

好きな食べ物は一口で食べてしま
い，嫌いな食べ物は口にしない児童
に，おかずを小さい容器に小分けし
て配膳し，ゆっくり食べたり，好き
嫌いをなくす指導をしています。

絵カードを見ながら，歯磨きをし
ている児童。「下の前歯」→「右下
の奥歯」等と絵カードを作成し，磨
き残しがないように指導していま
す。

【資料２】キャリア教育啓発リーフレット(保護者用）
（p.68参照）

保護者に対してキャ
リア教育や個別の教育
支援計画の意義や内容
等を紹介するパンフレ
ットを作成しました。

新入生の保護者や新
年度に個別の教育支援
計画の作成に関するお
知らせ等をお渡しする
際等に合わせてご活用
下さい。

（A4版4ページ）
平成20年3月

岩手県立総合教育センター 特別支援教育室

特別支援学校キャリア教育 啓発リーフレット（保護者用）
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３ 小学部段階での「働くこと」の指導のポイント

【資料４】家庭でできるお手伝いリスト（p.70参照） (1)「働くこと」には日常的な活動の全てが含まれる

【資料５】保護者との連携チェックリスト（p.71参照）

(2)「働く」とは人の役に立つこと

(3)「感謝される」ことで意欲が育つ

(4)「共同作業」を通して協力することを教える

「

(5)「家庭生活」との連携を大切にする

１ 小学部におけるキャリア発達支援のポイント

【資料３】関係者が連携して子どもの将来を考えるため
の技法「PATH」の紹介（p.69参照）

実践例紹介 ②

持ちやすい大きめのペグを決めら
れた色に入れる学習をしている児
童。色や形の弁別，分類の学習は，
認知や文字の学習の基礎となる大切
な取組の一つです。

貯金箱にお金を入れる児童。コイ
ンをつまむ，目的の場所に入れると
いう動作ができるようになると，自
動販売機でジュースを買ってくると
いう活動にもつながります。

手順カード（写真）で，調理実習
の手順の説明を聞いている児童。
児童の状況に応じて，掲示したま

まにしたり，調理中に手元に持って
行けるように工夫しています。

初めての作業や危険な作業では，
後ろから指導者が手をとって一緒に
行うことも大切です。一緒にやるこ
とで，失敗も減り，安心して作業に
取り組めます。

小さい紙を集めながらほうきをか
ける児童。目標物のない広い場所を
掃除するのは意外に難しいもので
す。ゴミがなくなる様子が明確にわ
かることで達成感も得られます。

小学部の高学年以上になれば，給
食の配膳もかなりの部分を子ども達
だけでできるようになります。失敗
することもありますが，失敗も大切
な勉強の一つです。

児童生徒昇降口に設置された進路
等に関する情報の掲示板。
小学部段階から進路や福祉に関

する情報を保護者に十分に提供す
ることが大切です。
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１ 「社会生活能力」と「自己表現力」を育てる ～人とのかかわりの中で身に付ける ～

■地域での活動を積極的に取り入れる

■自分の気持ちを表現できるようにする

【資料６】自己表現の大切さと指導（p.72参照）

２ いろいろな活動ができる中学部 ～ 一人一人が輝く活動をしよう ～

＊授業や家庭，寄宿舎等の活動で，地域に出かけたり，
地域の人と触れ合う機会を積極的に設けます。
・近隣又は出身地域の学校と交流する
・地域の社会資源（図書館等）を利用する
・お祭り等に参加する
・ボランティア活動を行う
・スーパーに買い物に行く
・一人で通学する など

うまく話はできなくても，楽しいときは「楽しい表
情」をする，つらいときには「つらい表情」をして相
手に伝えることができます。
表情カードや鏡を使って，「笑った顔」「怒った顔」

をする練習や，相手の表情を読み取る練習をすること
で自分の気持ちを相手に伝えたり，他の人の気持ちを
察することができるようになることにもつながります。

【実践・資料編】第４部 キャリア教育実践資料

実践例紹介 ③

PTAバザーで作業学習の製品を販
売している様子。「いらっしゃいま
せ」「ありがとうございました」と
大きな声で呼び込みをしたり，電卓
で売り上げを計算したりします。

国語のプリントに取り組む生徒。
生徒ができる内容や生活に関連する
内容を取り上げるなど，プリント学
習にも一人で取り組めむための工夫
をしています。

修学旅行に行った報告している生
徒。一人一人自分のことばで楽しか
った活動や発見を発表しています。
写真を大きく写すことで，下級生に
もわかりやすく伝えています。
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３ 正しい自己理解を促す支援 ～ できないこともあるけど，できることもいっぱいある ～

■性教育とキャリア発達

【資料７】性教育の大切さと指導（p.73参照）

４ 中学部段階での「働くこと」の指導のポイント

(1)「働く意欲」や「働く喜び」を教える

「

(2)「作業学習」では生産的な活動を行う

(3) 物を作ることの喜びを教える

男女の性の差がはっきりとしてくる中学部において
は，性に関する指導を実態に応じて行っていくことも
必要です。正しい知識を学ぶ機会がなかったために，
さまざまなトラブルに巻き込まれた事例が数多くあり
ます。
性教育は生命の尊重や個人の尊厳を学ぶことでもあ

り，男女が互いの違いを認め合い，協力し合うことを
教えることでもあります。ライフステージにあったキ
ャリア発達を支援する視点からも，性教育は非常に大
切なことです。

２ 中学部におけるキャリア発達支援のポイント

実践例紹介 ④

校庭で体力作りに取り組む生徒。
働くためには健康で丈夫な体を作る
ことが大切です。毎日，続けること
で，少しずつ長い距離も走れるよう
になります。

ひもとおしの学習に取り組む生
徒。生徒の段階に応じてひもや板の
材質を工夫しています。個別の学習
の時間では教科的な学習だけでな
く，作業能力の基礎も育てます。

厚紙に簡単な刺し子をする学習。
布で練習するよりも，手軽に取り組
めます。最初の頃は力加減ができず
紙がぼろぼろになることもあったそ
うですが徐々に上手になりました。

木版カレンダー。一人一人がパー
ツに決められた色をローラーでつ
け，それをまとめて作品に仕上げて
います。だれにでも出来る活動で，
すぐに結果を確認できる題材です。

紙すきの作業学習の様子。作業台
の配置を工夫することで，工程全体
を見通すことができ，自分の担当し
ている作業の役割を理解することが
できます。

作成した製品の数を表している掲
示物。付箋紙を活用して作成してい
ます。今日の作業量の確認や，今ま
での作業の状況を目で見て確認でき
ます。良い製品を作るためには，生
徒自身が製品の良否を見極める力を
もつことが必要です。何事も最初が
肝心。とりあえず作業すれば良いと
いう姿勢では，丁寧さも確実さも身
に付きません。




